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公立入試本番まで残り40日
学力検査の得点力アップに全力で向かう

東京都千代田区富士見2-1-12
03-5226-9915

逆
転
可
能
な
理
由

公
立
入
試
は
調
査
書
点
と

学
力
検
査
点
の
合
計
で
合
否

が
決
ま
り
ま
す
（
一
部
の
学

校
で
は
実
技
・
面
接
も
あ
り

ま
す
）。

調
査
書
点
は
動
き
ま
せ
ん

が
、
学
力
検
査
点
は
こ
れ
か

ら
の
努
力
次
第
で
上
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

す
べ
て
の
受
験
生
に
逆
転
の

チ
ャ
ン
ス
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
普
通
科
の
場
合
、

非
常
に
多
く
の
学
校
が
選
抜

の
基
本
方
針
で
「
学
力
検
査

を
重
視
す
る
」
と
明
確
に
示

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
学

校
で
は
、
学
力
検
査
対
調
査

書
の
割
合
を
「
６
対
４
」
と

か
「
７
対
３
」
と
い
っ
た
形

で
、
学
力
検
査
の
方
に
重
き

を
置
い
た
選
抜
方
法
を
と
っ

て
い
る
の
が
一
般
的
で
す
。

ぜ
ひ
ご
自
身
の
希
望
校
の
選

抜
基
準
を
も
う
一
度
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
の
頑
張
り
次
第
と
い
う
こ

と
が
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

得
点
力
を
伸
ば
す
に

は
さ
て
、
制
度
・
し
く
み
か

ら
見
て
、
学
力
検
査
で
の
逆

転
は
十
分
可
能
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
が
、
で
は
、

具
体
的
に
ど
ん
な
勉
強
を
し

た
ら
そ
れ
が
実
現
す
る
の
で

し
ょ
う
。

そ
の
点
に
つ
い
て
経
験
豊

富
な
ベ
テ
ラ
ン
先
生
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。
受
け
る
学
校

の
レ
ベ
ル
や
皆
さ
ん
自
身
の

い
ま
現
在
の
実
力
、
あ
る
い

は
教
科
の
得
意
不
得
意
な
ど

に
も
よ
り
ま
す
が
、
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
語
】

「
時
間
配
分
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。
大
問
１
か
ら
順
に

や
っ
て
い
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
の
順
番
が
い
い
か

を
過
去
問
を
や
り
な
が
ら
み

つ
け
ま
し
ょ
う
。
記
述
問
題

で
の
空
欄
は
絶
対
に
避
け
ま

し
ょ
う
。
ふ
だ
ん
の
勉
強
か

ら
、
あ
き
ら
め
ず
答
え
を
書

く
こ
と
を
習
慣
に
し
て
く
だ

さ
い
。
国
語
は
１
時
間
目
な

の
で
緊
張
し
ま
す
。
４５
分
で

解
く
練
習
を
し
て
お
く
と
本

番
で
少
し
余
裕
が
持
て
る
で

し
ょ
う
」（
教
学
館
・
木
下

先
生
）

【
数
学
】

「
自
信
が
な
い
人
は
大
問

１
の
計
算
問
題
を
徹
底
的
に

や
り
ま
し
ょ
う
。
作
図
は
垂

直
二
等
分
線
や
角
の
二
等
分

線
が
出
る
こ
と
が
多
い
の
で

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

あ
る
程
度
自
信
が
あ
る
人
は

図
形
の
証
明
問
題
で
部
分
点

を
取
れ
る
よ
う
に
練
習
し
ま

し
ょ
う
。
上
位
校
を
目
指
す

人
は
規
則
性
の
問
題
に
慣
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
面
積
を

比
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
得
点
力
が
増
し
ま
す
」

（
小
島
進
学
セ
ミ
ナ
ー
・
城

先
生
）

【
社
会
】

「
選
択
肢
の
問
題
は
根
拠

を
持
っ
て
選
べ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
選
ば

れ
な
か
っ
た
選
択
肢
に
も
注

目
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
計

算
が
必
要
な
問
題
は
概
数
で

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
過
去
問
は
仕

上
げ
に
や
る
よ
り
も
研
究
材

料
と
し
て
や
っ
た
ほ
う
が
い

い
で
し
ょ
う
。
各
年
度
の
同

じ
番
号
の
問
題
を
続
け
て
や

る
と
傾
向
が
つ
か
み
や
す
い

で
す
」（
幸
彩
学
習
塾
・
根

岸
先
生
）

【
理
科
】

「
や
や
苦
手
な
人
は
手
持

ち
の
カ
ー
ド
を
１
枚
で
も
増

や
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
ド
と

は
単
元
の
こ
と
で
す
。
あ
る

程
度
自
信
が
あ
る
人
は
他
県

の
問
題
に
挑
戦
し
た
り
、
計

算
問
題
や
記
述
問
題
に
特
化

し
た
問
題
集
を
や
る
と
い
い

で
し
ょ
う
。
直
前
は
新
し
い

も
の
を
や
っ
て
も
身
に
つ
か

な
い
の
で
、
教
科
書
や
ワ
ー

ク
で
実
験
や
観
察
な
ど
の
復

習
を
し
て
く
だ
さ
い
。
模
試

の
解
き
直
し
も
効
果
的
で

す
」（
躍
進
館
・
山
本
先
生
）

【
英
語
】

「
受
験
勉
強
と
は
×
を
○

に
変
え
る
こ
と
で
す
。
つ
ま

り
解
き
直
し
で
す
。
特
に
苦

手
な
人
は
大
問
２
の
語
い
や

大
問
３
・
４
の
並
べ
替
え
で

得
点
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
や
や
苦
手
な
人
は
英

作
文
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

出
題
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
程
度

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
程

度
自
信
の
あ
る
人
は
リ
ス
ニ

ン
グ
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

上
位
校
を
目
指
す
人
は
長
文

の
音
読
・
和
訳
が
効
果
的
で

す
」（
星
学
院
・
新
井
先
生
）

調
査
書
に
自
信
が
あ

る
人
は

こ
こ
ま
で
逆
転
の
話
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

中
に
は
調
査
書
点
に
あ
る
程

度
自
信
を
持
っ
て
い
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。

合
否
が
学
力
検
査
点
と
の

合
計
で
決
ま
る
以
上
、
有
利

で
あ
る
こ
と
は
動
き
ま
せ
ん
。

た
だ
、
必
ず
し
も
セ
ー
フ
テ

ィ
リ
ー
ド
と
ま
で
は
言
え
な

い
の
で
、
せ
っ
か
く
の
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
（
有
利
さ
）
を

生
か
す
た
め
に
も
学
力
検
査

対
策
を
十
分
に
や
っ
て
合
格

を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
に
し

ま
し
ょ
う
。

2024年 埼玉版1月号

今号は中学３年生に向けて入試直前の進学情報をお届けしています。

埼玉県公立校２０２３年度入試問題
通過率・正答率データから見たこれからの勉
強法 ２・３面
【国語】
小説読解のポイントは心情理解
【数学】
論理的に考える力が問われている
【社会】
歴史分野で得点を伸ばせない人が多い
【理科】
計算問題、説明問題（記述）に課題
【英語】
知識の曖昧さで点数に結び付かない人も
合格祈願に行きました

「受検生心得」をもう一度チェック ４面
受験当日持っていって良かったモノ

今月のテーマ「入試直前の勉強法」

公立入試の本番が近づいてきました。
皆さんの中には調査書点にやや不安を持っている人がいるかもしれません。でも、大丈夫
です。合否は学力検査との合計で決まりますから、これからの頑張りで十分逆転は可能で
す。そこで今回は、学力検査の得点力をアップさせる方法について特集しました。

試験の当日は緊張するかもしれません、不安になるかもしれません。
席に着いたらまずは深呼吸、落ち着きを取り戻しましょう。ちょっとの緊張は集
中力につながり、力に変わります。不安なのは自分だけじゃない、みんな同じで
す。
これまで自分がやってきた努力を信じ試験に挑んでください。
きっと大丈夫！がんばれ受験生！ （昨年１月２２日、私立入試当日の様子 写真：編集部撮影）

いよいよ入試本番
がんばった自分を信じ、実力を発揮しよう！
いよいよ入試本番
がんばった自分を信じ、実力を発揮しよう！
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通
過
率
・
正
答
率
デ
ー
タ

か
ら
見
た
こ
れ
か
ら
の

勉
強
法

受
験
生
の
皆
さ
ん
、
過

去
問
練
習
は
進
ん
で
い
ま

す
か
。
過
去
問
演
練
習
は

も
っ
と
も
強
力
な
受
験
対

策
で
す
。
最
後
ま
で
し
っ

か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
今
回
は
、
主
に
公

立
高
校
を
受
験
す
る
皆
さ

ん
に
向
け
て
「
小
問
ご
と

通
過
率
・
正
答
率
デ
ー

タ
」
を
活
用
し
た
勉
強
法

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

す
で
に
ご
存
知
か
と
思

い
ま
す
が
、
埼
玉
県
立
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ

ト
に
は
公
立
入
試
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、
過

去
３
年
分
の
問
題
分
析
で

す
。
こ
こ
に
は
小
問
ご
と

の
正
答
率
・
一
部
正
答
率
、

誤
答
率
・
通
過
率
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

正
答
率
や
一
部
正
答
率

が
高
け
れ
ば
「
点
が
取
り

や
す
か
っ
た
問
題
」
な
い

し
は
「
易
し
か
っ
た
問

題
」
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
、
反
対
に
誤
答
率
や
無

答
率
が
高
け
れ
ば
「
点
が

取
り
に
く
か
っ
た
問
題
」

な
い
し
は
「
難
し
か
っ
た

問
題
」
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

過
去
問
練
習
を
す
る
中

で
、
間
違
っ
た
り
解
け
な

か
っ
た
り
し
た
問
題
も
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、

そ
の
問
題
の
正
答
率
が
ど

の
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
を

見
て
お
く
の
も
大
事
な
こ

と
で
す
。
正
答
率
が
高
く
、

ほ
と
ん
ど
の
受
験
生
が
点

数
を
取
れ
た
問
題
を
間
違

っ
た
と
す
れ
ば
、
す
ぐ
に

そ
の
部
分
の
知
識
を
補
強

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
逆
に
、
ほ
と
ん
ど
の

受
験
生
が
正
解
で
き
な
か

っ
た
問
題
だ
っ
た
と
す
れ

ば
、
解
け
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
あ
ま
り
落
ち
込
む

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
小
問
ご
と
の
デ

ー
タ
は
、
今
後
の
受
験
勉

強
の
指
針
と
も
な
る
の
で
、

ぜ
ひ
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

な
お
、
デ
ー
タ
の
中
に

「
通
過
率
」
と
い
う
聞
き

慣
れ
な
い
用
語
が
出
て
き

ま
す
が
、
こ
れ
は
部
分
点

を
取
れ
た
人
の
数
や
、
そ

の
点
数
を
加
味
し
た
デ
ー

タ
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
で

は
あ
ま
り
細
か
い
こ
と
は

考
え
ず
、
通
過
率
が
高
け

れ
ば
「
点
が
取
り
や
す
か

っ
た
問
題
」、
通
過
率
が

低
け
れ
ば
「
点
が
取
り
に

く
か
っ
た
問
題
」
と
考
え

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

国語 小説読解のポイントは心情理解

６０点台の平均点が続きましたが、令和５年度は前年より５.８
点下がり５７.１点でした。
配点の半分以上（５２点）を占める長文読解（大問１と大問３）

の得点力がカギを握ります。
大問１（小説）よりも大問３（論説文）の通過率が低いのが
これまでの傾向でしたが、５年度はほとんど変わらないか、む
しろ大問３（小説）の方が低いくらいでした。小説の読解は登
場人物の心情理解がポイントです。その点を意識した読み方が
求められます。
長文読解問題は知識を問われているわけではないので、何か
を覚えることでは得点力が伸びません。ある程度まとまった時
間を取って練習量を増やし、読み方や答え方（特に記述）のコ
ツをつかむようにしましょう。
大問３（古文）では、小問４題中３題が通過率２０～３０％台で
した。出ることが分かっている歴史的仮名遣いを現代仮名遣い
に直す問題も通過率は３８.３％にとどまっています。

古文の出来が低調だったことで国語全体の平均点が下がった
とも言えます。現代語訳や語注をヒントに内容を正確に理解す
る練習が必要です。
大問５（作文）は正答率こそ１６.７％ですが、一部正答率は７７.６

％となっており、ほとんどの人が多かれ少なかれ点数は取れて
います。重要なのは上手い文章を書くことではなく、与えられ
た条件を完全に満たした文章を書くことです。過去問等を利用
し、時間も意識した事前練習をしておきましょう。

■国語 通過率が低かった主な問題
教科 問題番号 配点 内容 正答率 通過率

国語 大問４ 問３ ３点 古文 内容理解 ２１.２% ２８.５%

国語 大問２ 問３ ２点 俳句 季語 ２９.８% ２９.８%

国語 大問４ 問４ ３点 古文 内容理解 ３５.２% ３５.３%

国語 大問２ 問２ ３点 文法 主語述語の関係 ３７.４% ３７.８%

数学 論理的に考える力が問われている

令和５年度の学力検査問題平均点（全日制）は５５.８点で、前
年の４８．０点から７．８点上がりました。学校選択問題は前年より
７．９点上がり５０.５点でした。前年は共に４０点台でしたが、５０点
台に回復しました。
【学力検査問題】
大問１は計算問題など基礎基本的な小問１６題で構成され、配

点は合計６５点です。ここで全問正解すればそれだけで平均点を
上回ることができます。ただ、非常に幅広い単元からの出題と
なるので弱点単元をひとつずつ克服していく努力が必要です。
大問２・３・４の各問題はいずれも極端に通過率が低くなっ
ています。作図問題、合同・相似の証明問題の出題頻度が高い
のでしっかりと準備しておきましょう。部分点が認められる問
題が多いので、あきらめず、分かっていることだけでも書くよ
うにしましょう。
【学校選択問題】
大問１は計算を含む独立小問で配点は４４点と全体の半分近く
を占めます。高得点を目指すには、ここでの失点を最小限にと
どめなければなりません。また、後半の問題に余裕を持って臨
むため、できるだけ短時間で済ませることも重要です。
大問２以降は、どの問題も（１）から（２）（３）と進むに

連れて難しくなります。（１）を確実に得点し、（２）や（３）
では部分点を積み増していきましょう。
関数であれ図形であれ、試されているのは論理的な考察がで
きるかどうかです。問題を多く解き、解法のコツを身につけま
しょう。

■数学（学力検査） 通過率が低かった主な問題
教科 問題番号 配点 内容 正答率 通過率

数学（学校選択） 大問５（３） ６点 球と平面が接する条件の求め方 ０.３% ０.３%

数学（学校選択） 大問４（２）① ６点 台形の面積の変化 説明 ３.６% ７.１%

数学（学校選択） 大問５（２） ７点 立体の体積の求め方 ４.６% ８.３%

数学（学校選択） 大問１（６） ４点 球の切り口の面積 三平方の定理 ３６.６% ３６.６%

数学（学校選択） 大問４（１）② ６点 回転体の体積の求め方 １５.５% ３９.９%

■数学（学校選択） 通過率が低かった主な問題
教科 問題番号 配点 内容 正答率 通過率

数学 大問４（３） ６点 立方体の表面積 ５.０% ５.０%

数学 大問１（１４） ４点 球の切り口の面積 三平方の定理 ８.３% ８.３%

数学 大問４（２） ６点 証明 二等辺三角形 ７.６% １５.０%

数学 大問４（１） ４点 展開図 最短距離 ２９.４% ２９.４%

数学 大問２（２） ６点 説明 数の性質 ２１.５% ２９.６%
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社会 歴史分野で得点を伸ばせない人が多い

令和５年度平均点（全日制）は６４.１点で、前年の５２.９点から１１.２点上がり
ました。
大問１・２の地理分野には通過率５０％を下回る問題はありませんでした。

それに対し大問３・４の歴史分野では１０題中５題が通過率５０％以下でした。
歴史分野を不得意とする人が多いことがうかがえます。歴史分野は他の分野
と比較して覚えるべき語句や人名が多いことが影響しているようです。
通過率がもっとも低かったのは大問４の問４で３１.８％でした。年代の並べ
替え問題です。大問６の問１も年代並べ替えでしたが、こちらも３８.６％と通
過率は低くなっています。年代並べ替え問題は、年号を覚えているかどうか
を試すものではなく、それぞれの歴史的事項の関連を正しく理解しているか
どうかを問うものです。「原因」「経過」「結果」「影響」をしっかり理解して
おきましょう。

社会科は暗記科目と言われますが、思考力や判断力が求められる問題が増
えています。これらの問題では、答えを導くために複数の文書・グラフ・図
表・地図・写真などを読み取らなくてはなりません。
知識の詰め込みに走りがちですが、実際の過去問を見れば、それだけでは
対応できないことが分かるでしょう。

■社会 通過率が低かった問題
教科 問題番号 配点 内容 正答率 通過率

社会 大問４ 問４ ３点 年代並べ替え 戦後民主化 ３１.８% ３１.８%
社会 大問３ 問２ ３点 遣唐使廃止 菅原道真 ３７.２% ３８.２%
社会 大問６ 問１ ３点 年代並べ替え 日本の教育 ３８.４% ３８.６%
社会 大問３ 問３ ２点 元寇以後の出来事 ４２.６% ４２.６%

理科 計算問題、説明問題（記述）に課題

令和５年度平均点（全日制）は５８.２点で、前年の５２.５点から５.７点上がりま
した。
大問１は各分野からの独立小問８題で構成されています。配点は１題３点
で計２４点です。基礎基本的な知識や技能（計算や作図など）が問われます。
５年度は８題中７題が通過率７０％以上でした。確実に点数を取りたいところ
です。
大問２は地学分野です。５年度は「気象と天気の変化」からの出題でした。
通過率９０％以上が２題あるなど比較的取り組みやすい問題でした。
大問３は生物分野です。５年度は「生物世界・生命・自然のつながり」か
らの出題で、エンドウの花のつくりや形質の遺伝について問われました。
大問４は化学分野です。５年度は「化学変化と原子・分子」からの出題で
で、酸化銅の還元やその量的な関係について問われました。計算により質量
を求める問題の通過率１２.３％で全問中最低でした。

大問５は物理分野です。５年度は「身近な物理現象」からの出題で、鏡や
凸レンズなどの特性について問われました。５題中２題は通過率１０～２０％台
であり受験生が苦戦した様子がうかがえます。問４の記述問題は無答も多く
ありました。
各分野に苦手単元があると高得点が望めません。ひとつひとつ克服しまし
ょう。各分野とも理由などを文章で説明する問題や、計算により答える問題
の対策が必要です。

■理科 通過率が低かった主な問題
教科 問題番号 配点 内容 正答率 通過率

理科 大問４ 問４（２） ４点 化学 酸化銅の還元 銅の質量 ５.４% １２.３%
理科 大問５ 問４ ４点 物理 記述 結像しない理由 ８.１% １５.３%
理科 大問１ 問７ ３点 エタノールの気体の密度 １５.５% １５.６%
理科 大問５ 問５ ４点 物理 三角柱のガラスの配置 ２４.４% ２４.４%
理科 大問３ 問１ ４点 生物 被子植物の分類 ３８.７% ３８.７%

英語 知識の曖昧さで点数に結び付かない人も

令和５年度学力検査問題の平均点（全日制）は４５.８点で、前年の５２.６点か
ら６.８点上がりました。学校選択問題は前年の５８.３点からやや上がり、５６.７点
でした。
英語では冒頭の１０数分がリスニング問題にあてられるため、残りは４０分弱
しかありません。他の教科も同様ですが、特に英語は時間をどう割り振るか
が高得点を取るためのカギとなります。
【学力検査問題】
大問１はリスニングで配点が２８点です。１１題中５題は通過率５０％を下回っ
ていました。
大問２は基本的な語い力（単語力）を試す問題が中心ですが通過率の低い
問題もありました。
全体を通して言えるのは、単語のスペルや基本的文法事項に関する知識の
曖昧さです。そのため点数が「取りきれない」人が多いようです。本番に向
け、もう一度勉強方法を見直しましょう。
【学校選択問題】
大問１のリスニングで英問英答問題の出来が極端に悪くなっています。問
題文をヒントにするなど聞き方の練習をすることで一定の効果が得られるで
しょう。
大問２、大問３は問題文の量が多いので、要点をつかみつつ速く読む力が

求められます。
大問３問６は、適語を入れ問題文を要約した英文を完成させる問題でした
が、通過率がきわめて低く、無答率も非常に高くなっています。時間配分を
誤った人もいると思われますが、この形式は毎年出されているので十分な対
策が必要です。

■英語（学力検査） 通過率が低かった主な問題
教科 問題番号 配点 内容 正答率 通過率

英語（学校選択） 大問３ 問６（２） ３点 長文読解 要約文完成 １.０% １.７%
英語（学校選択） 大問２ 問７ ４点 長文読解 適語補充 ３.０% ８.７%
英語（学校選択） 大問３ 問６（３） ３点 長文読解 要約文完成 １９.１% ２０.９%
英語（学校選択） 大問１ No７（２） ３点 リスニング 英問英答 適語補充 ２３.１% ２５.５%
英語（学校選択） 大問３ 問５ ３点 長文読解 整序 ２６.４% ２７.３%

■英語（学校選択） 通過率が低かった主な問題
教科 問題番号 配点 内容 正答率 通過率

英語 大問３ 問２ ４点 長文読解 整序 受動態 ２.３% ２.６%
英語 大問４ 問４ ４点 長文読解 整序 ６.９% ７.３%
英語 大問５ 問１ ３点 長文読解 内容理解 適語補充 ９.６% ９.６%
英語 大問４ 問７ ４点 長文読解 適語補充 ９.２% １０.５%
英語 大問１ No７（３） ３点 リスニング 英問英答 適語補充 １３.９% １４.３%
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日本で一番長い参道や、朱色鮮やかな楼門など、見どころが沢山あります
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　受験当日の持ち物は、上記記事の「受検生心得」に書かれているように受験票、筆記用具など、学校指定の持ち物をまず確認。
　それ以外で受験当日に持っていって良かった、持っていけば良かったと先輩たちが感じたものを聞いてみました。参考にしてみてください。

先輩たちに聞きました先輩たちに聞きました
かれているように受験票 筆記用具など 学校指定の持ち物をまず確認

受験当日持っていって良かったモノ受験当日持っていって良かったモノ

①寒さ対策グッズ（カイロ、上着など） ②腕時計 ③努力の証（ノート、問題集、参考書）

⑤飲み物

④お守り

「手が冷えないようにカイロも持って行きました。自分の体
調をみながら必要なものを選ぶと良いですよ！備えあれば
憂いなし」
　受験当日は寒い季節。会場は基本的に空調で適温に保た
れていますが、寒さを感じる場所にあたってしまうことも。
　そんな時ちょっと暖をとれるものを持っていくと良かった
という声が多く寄せられました。カイロ以外にもマフラー、
ベストなど、寒く感じたら身につけられるものなどが良さそ
うです。厚着になりすぎても、との声もあり、体温調整できる
よう脱ぎ着しやすい衣類や小物（手袋・カイロなど）がお勧め
です。

「時計、特に腕時計は持っていくべき
だと思います。腕から外して机の上に
置いておくと視界に入るので時間の
確認がしやすいです」
　試験会場によっては時計が遠く見え
にくい場所だったり、または無かったり
することもあります。「試験中の時間配
分や、余裕のある行動を行なうため」と
いう回答もありました。見やすい場所
に時計があれば、時間配分もしやすく
なります。

「使い込んだ問題集とノートを見ると、不安な気持ちが少し自信に
変わりました」
　緊張しがちな試験前に見ると「自分は今までこんなに勉強したん
だ！」と改めて実感でき、自信に繋がりましたという声が多く届きまし
た。自分の努力を形として分かるものがあると当日も落ち着けそう
です。

　合格祈願のお守りのほか、家族の写真など。自分が持っていてリ
ラックスできるもの、安心するものを。

　「水分・糖分補給のために甘い紅茶など」という先輩の声がありました。寒く、
乾燥している時期なので、できれば温かい飲み物が良さそうです。

「予備のマスク」「ポケットティッシュ」
「タオル」「鎮痛薬・腹痛薬」etc…

いよいよ試験本番 「受検生心得」をもう一度チェックしておこう！
公立高校の入試本番が迫ってきました。今だからこそ、もう一度「受検生心得」を確認しておきましょう。私立と公立とでは、入試の日程や教科数など諸々の違いはありますが、「持ち物」や「当日の諸注

意」にそう変わりはありませんので、私立高校が第一志望という人も参考にしてください。

＜１＞学力検査
■集合時間、時間割
まずは実施日、集合時間、時間割をチェック。
今年度の学力検査は２月２１日（水）８時４５分集合、科目は午前中に国語、数学、社会、昼食を挟ん
で午後に理科と英語が実施されます。

■試験当日の持ち物（携行品）をチェックしましょう
携行品は、受検票、鉛筆、消しゴム、三角定規、コンパス、弁当、上ばき、及び志願先高等学校長
が指示するもの、です。
・計時機能のみ時計は使用可、となっています。計時機能のみの時計とは、基本的にはアナログタイ
プの腕時計（文字盤と時針の時計）です。スマートウォッチはもちろんダメ。デジタル式の時計も
多機能のものは避けましょう。

・また、持っていってはいけないものとして、「学力検査に必要のないもの」「学力検査の公平性を損
なうおそれのあるもの」とあり、例示もあります。
和歌や格言が入った鉛筆の中には、縁起物の「合格鉛筆」なども含まれますので注意してください。
会場では使わず、鞄に忍ばせておくぐらいにしておきましょう。
基本は試験会場に文字が書かれたものや計算機能のあるものを持ち込まないことです。

・スマートフォン、スマートウォッチ、携帯電話は当然、持ち込み不可です。やむを得ない事情で持
参しなければならない時には、電源をオフにして鞄などにしまっておくようにしてください。

・注意点として「受検票は常に携行し、検査中は定められた場所に置くこと」、「学力検査時の時計は
検査会場によっては掲示しないことがある。時計がなくても検査中に時間の経過を伝える」とあり
ます。

・時計は必ずしも必要なわけではありませんが、会場によって時計が見えない場合があること。さら
に自分なりの時間配分がしやすいこと、手元にあれば視線を大きく動かさないで時間を確認できる
ため、持って行った方が良いと思います。

・また、県発表の持ち物リストにはありませんが、忘れ物に気付いたとき、何かあった時に対応でき
る程度の現金や交通系 IC カードなど、電子マネーの準備をしておくと安心です。

＜２・３＞実技検査・面接について
２月２２日（木）に実施される実技検査、面接については、受験校によって異なります。特に実技検

査は内容や持ち物も違いますので、必ず各校の要項で確認しましょう。

＜２＞実技検査について（実施する場合のみ）
（１）実施日：令和６年２月２２日（木）
（２）集合時刻：原則として午前８時４５分
（３）携行品：受検票及び志願先高等学校長が指示するもの

＜３＞面接について（実施する場合のみ）
（１）実施日：令和６年２月２２日（木）
※不登校の生徒などを対象とした特別な選抜では、２月２１日（水）に実施する場合もあります
（２）集合時刻：原則として午前９時
（３）携行品：受検票及び志願先高等学校長が指示するもの

＜４＞志願先高等学校への集合等について
試験当日、高校に向かう際の諸注意です。
初めて行く場所で、余裕を持って行動するのはなかなか出来ることではありません。できれば志望
校には試験前に、当日の交通手段を使って行ってみると良いでしょう。
試験会場に到着する時間は、大体１時間前から遅くとも３０分くらい前を目安にしてください。万が
一遅刻をしてしまった場合は、志望先高校の先生に相談し、指示を受けましょう。
もしも急病や事故にあってしまった場合は、中学校の先生に連絡し、高校に連絡してもらう事とな
っています。必ず中学校の電話番号を控えておいてください。

以下は「心得」に書かれている＜４＞の要約です。

（１）志願先高等学校へは、余裕をもって早めに到着するようにする
（２）交通事故等にあわないよう、十分注意をする
（３）学校に着いたら、掲示されている案内図や諸注意をよく読み、係の先生の指示に従う
（４）遅刻をした場合は、すみやかに係の先生に申し出て指示を受ける
（５）急病や事故など、やむを得ない事情により受検できなくなった場合は、すみやかに出身中学校

長を経て志願先高等学校長に連絡する（中学校の電話番号を控えておくとよい）

＜５＞入学許可候補者（合格）発表について
合格発表は、ウェブで３月１日（金）午前９時発表となります。
昨年度まで、この心得には「感染防止対策」が付記されていましたが、本年度は記載されていませ
ん。しかし今年も、試験当日までコロナやインフルエンザなどの感染症対策をしっかり行い、体調を
整えて臨むようにしましょう。不用意に混雑している場所に近づかないこと、マスクや手洗いなど基
本的な感染防止対策をしっかり行うよう心掛けてください。

■詳しくは：埼玉県教育委員会
令和６年度 埼玉県公立高等学校入学者選抜における受検生心得（PDF）

よみうり進学メディアは「埼玉版」の他、「東京版」、「千葉版」、「神奈川版」を発行しています。ホームページでは、すべてを見ることができます。


